
10

20

JP 2024-57500 A 2024.4.24

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2024-57500
(P2024-57500A)

(43)公開日　令和6年4月24日(2024.4.24)

(54)【発明の名称】　半導体装置

(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｌ 23/29 (2006.01)
　   Ｈ０１Ｌ 25/07 (2006.01)
　   Ｈ０１Ｌ 23/48 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｌ 23/36 　　　Ａ 　　　
　Ｈ０１Ｌ 25/04 　　　Ｃ 　　　
　Ｈ０１Ｌ 23/48 　　　Ｇ 　　　

(21)出願番号　 特願2022-164293(P2022-164293)
(22)出願日　 令和4年10月12日(2022.10.12)

(71)出願人　 000004260
株式会社デンソー
愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地

(74)代理人　
矢作  和行

(74)代理人　 100121991
弁理士　野々部  泰平

(74)代理人　 100145595
弁理士　久保  貴則

(72)発明者　 下妻  彩子
愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地  株式 
会社デンソー内

Ｆターム（参考）　 5F136 BC03 DA07 DA27 FA03

テーマコード（参考）
　５Ｆ１３６

(57)【要約】
【課題】放熱性を向上させつつ、低コスト化が可能な半 
導体装置を提供すること。
【解決手段】半導体装置１０１は、一面に設けられたド 
レイン電極１１ａ，１２ａと、反対面に設けられたソー 
ス電極１１ｂ，１２ｂと有した二つ以上の電位が異なる 
半導体チップ１１，１２を備えている。また、半導体装 
置１０１は、各半導体チップが個別に実装された第１基 
板２０と第２基板３０と、各半導体チップを電気的に接 
続する第３基板５０と、半導体チップと各基板を一体的 
に封止する封止樹脂部９０とを備えている。第１基板と 
第２基板は、半導体チップが実装される実装銅２１，３ 
１と、半導体チップからの熱を放熱する放熱銅２２，３ 
２と、実装銅と放熱銅を絶縁する絶縁層２３，３３とを 
有している。そして、放熱銅は、絶縁層との対向面の反 
対面が封止樹脂部から露出している。実装銅は、放熱銅 
よりも板厚が厚い。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全12頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 面 に 設 け ら れ た 第 １ 電 極 （ １ １ ａ ， １ ２ ａ ） と 、 前 記 一 面 の 反 対 面 に 設 け ら れ た 第 ２  
電 極 （ １ １ ｂ ， １ ２ ｂ ） と 有 し 、 二 つ 以 上 の 電 位 が 異 な る 半 導 体 素 子 （ １ １ ， １ ２ ） と 、
　 各 半 導 体 素 子 が 個 別 に 実 装 さ れ た 二 つ 以 上 の 配 線 基 板 （ ２ ０ ， ３ ０ ） と 、
　 各 半 導 体 素 子 を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 部 材 （ ５ ０ ） と 、
　 前 記 半 導 体 素 子 と 前 記 配 線 基 板 と 前 記 配 線 部 材 を 一 体 的 に 封 止 す る 封 止 樹 脂 部 （ ９ ０ ）  
と 、 を 備 え 、
　 各 配 線 基 板 は 、 各 半 導 体 素 子 の 実 装 部 位 で あ り 前 記 第 １ 電 極 と 接 続 さ れ た 実 装 金 属 板 （  
２ １ ， ３ １ ） と 、 前 記 半 導 体 素 子 か ら 発 せ ら れ た 熱 を 放 熱 す る 放 熱 金 属 板 （ ２ ２ ， ３ ２ ）  
と 、 前 記 実 装 金 属 板 と 前 記 放 熱 金 属 板 と の 間 に 配 置 さ れ 前 記 実 装 金 属 板 と 前 記 放 熱 金 属 板  
と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁 層 （ ２ ３ ， ３ ３ ） と を 有 し 、
　 前 記 放 熱 金 属 板 は 、 前 記 絶 縁 層 と の 対 向 面 の 反 対 面 が 前 記 封 止 樹 脂 部 か ら 露 出 し 、
　 前 記 実 装 金 属 板 は 、 前 記 放 熱 金 属 板 よ り も 板 厚 が 厚 い 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 放 熱 金 属 板 は 、 前 記 絶 縁 層 の 縁 部 を 除 く 部 位 に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の  
半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 配 線 部 材 は 、 各 半 導 体 素 子 の 前 記 第 ２ 電 極 と 対 向 し て 配 置 さ れ て お り 、 一 つ の 前 記  
半 導 体 素 子 の 前 記 第 ２ 電 極 と 接 続 さ れ た 第 １ 配 線 板 （ ５ １ ａ ） と 、 他 の 前 記 半 導 体 素 子 の  
前 記 第 ２ 電 極 と 接 続 さ れ た 第 ２ 配 線 板 （ ５ １ ｂ ） と が 一 つ の 基 板 と し て 設 け ら れ て お り 、
　 さ ら に 、 前 記 第 １ 配 線 板 と 接 続 さ れ て い る 前 記 半 導 体 素 子 が 実 装 さ れ た 前 記 実 装 金 属 板  
に 接 続 さ れ た 第 １ 主 端 子 （ ４ １ ） と 、 前 記 第 ２ 配 線 板 に 接 続 さ れ た 第 ２ 主 端 子 （ ４ ２ ） と  
、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 主 端 子 と 前 記 第 ２ 主 端 子 は 、 前 記 封 止 樹 脂 部 に 対 し て 同 一 方 向 に 突 出 し て い る  
、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 配 線 板 お よ び 前 記 第 ２ 配 線 板 は 、 前 記 第 ２ 電 極 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 導 電 性 の  
タ ー ミ ナ ル （ ６ １ ， ６ ２ ） と は ん だ （ ７ ３ ， ７ ６ ） を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記  
タ ー ミ ナ ル の 対 向 領 域 の 周 辺 に 、 前 記 対 向 領 域 か ら 溢 れ た 前 記 は ん だ を 収 容 可 能 な 凹 部 （  
５ ５ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 実 装 金 属 板 は 、 側 面 が 凸 形 状 を 有 し て お り 、 前 記 凸 形 状 の 頂 点 が 前 記 絶 縁 層 と の 接  
触 面 側 よ り も 前 記 半 導 体 素 子 の 実 装 面 側 に 位 置 し て い る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に  
記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 実 装 金 属 板 と 前 記 第 １ 主 端 子 は 、 超 音 波 接 合 に よ っ て 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に  
記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 放 熱 金 属 板 は 、 前 記 実 装 金 属 板 と 前 記 第 １ 主 端 子 と の 接 続 部 の 対 向 領 域 の 周 辺 に 設  
け ら れ て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 半 導 体 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 絶 縁 層 を 介 し て 銅 坂 が 積 層 さ れ た 放 熱 回 路 基 板 と 、 放 熱 回 路 基 板 に 実  
装 さ れ た 複 数 の 半 導 体 素 子 を 備 え た 半 導 体 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 放 熱 回 路 基 板 は 、 半 導  
体 素 子 が 実 装 さ れ る 実 装 面 で あ る 銅 板 と 、 冷 却 器 と 熱 接 触 す る 放 熱 面 で あ る 銅 板 と が 絶 縁  



10

20

30

40

50

JP 2024-57500 A 2024.4.24(3)

層 を 介 し て 積 層 さ れ て い る 。 ま た 、 放 熱 回 路 基 板 は 、 半 導 体 素 子 が 実 装 さ れ る 実 装 面 で あ  
る 銅 板 の 厚 さ が 、 冷 却 器 と 熱 接 触 す る 放 熱 面 で あ る 銅 板 の 厚 さ と 同 一 又 は よ り 厚 く な っ て  
い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － ２ ０ ４ ８ ６ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 半 導 体 装 置 は 、 同 電 位 で は な い 二 つ の 半 導 体 素 子 を 備 え た 構 成 も あ る 。 こ の  
場 合 、 特 許 文 献 １ の 半 導 体 装 置 で は 、 放 熱 回 路 基 板 を 切 削 や エ ッ チ ン グ な ど で 加 工 す る 必  
要 が あ る た め 高 コ ス ト に な っ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 開 示 さ れ る 一 つ の 目 的 は 、 放 熱 性 を 向 上 さ せ つ つ 、 低 コ ス ト 化 が 可 能 な 半 導 体 装 置 を 提  
供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ に 開 示 さ れ た 半 導 体 装 置 は 、
　 一 面 に 設 け ら れ た 第 １ 電 極 （ １ １ ａ ， １ ２ ａ ） と 、 一 面 の 反 対 面 に 設 け ら れ た 第 ２ 電 極  
（ １ １ ｂ ， １ ２ ｂ ） と 有 し 、 二 つ 以 上 の 電 位 が 異 な る 半 導 体 素 子 （ １ １ ， １ ２ ） と 、
　 各 半 導 体 素 子 が 個 別 に 実 装 さ れ た 二 つ 以 上 の 配 線 基 板 （ ２ ０ ， ３ ０ ） と 、
　 各 半 導 体 素 子 を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 部 材 （ ５ ０ ） と 、
　 半 導 体 素 子 と 配 線 基 板 と 配 線 部 材 を 一 体 的 に 封 止 す る 封 止 樹 脂 部 （ ９ ０ ） と 、 を 備 え 、
　 各 配 線 基 板 は 、 各 半 導 体 素 子 の 実 装 部 位 で あ り 第 １ 電 極 と 接 続 さ れ た 実 装 金 属 板 （ ２ １  
， ３ １ ） と 、 半 導 体 素 子 か ら 発 せ ら れ た 熱 を 放 熱 す る 放 熱 金 属 板 （ ２ ２ ， ３ ２ ） と 、 実 装  
金 属 板 と 放 熱 金 属 板 と の 間 に 配 置 さ れ 実 装 金 属 板 と 放 熱 金 属 板 と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁  
層 （ ２ ３ ， ３ ３ ） と を 有 し 、
　 放 熱 金 属 板 は 、 絶 縁 層 と の 対 向 面 の 反 対 面 が 封 止 樹 脂 部 か ら 露 出 し 、
　 実 装 金 属 板 は 、 放 熱 金 属 板 よ り も 板 厚 が 厚 い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 半 導 体 装 置 は 、 各 半 導 体 素 子 が 個 別 に 実 装 さ れ た 配 線 基 板 を 備 え て い る た  
め 、 電 位 が 異 な る 半 導 体 素 子 を 実 装 す る た め に 切 削 な ど に よ っ て 配 線 基 板 を 加 工 す る 必 要  
が な い 。 よ っ て 、 半 導 体 装 置 は 、 低 コ ス ト 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 配 線 基 板 は 、 絶 縁 層 よ り も 半 導 体 素 子 側 に 配 置 さ れ て い る 実 装 金 属 板 の 板 厚 が 、  
放 熱 金 属 板 の 板 厚 よ り も 厚 く な っ て い る 。 こ の た め 、 半 導 体 装 置 は 、 放 熱 金 属 板 が 実 装 金  
属 板 よ り も 板 厚 が 厚 い 構 成 よ り も 、 半 導 体 素 子 か ら 発 せ ら れ た 熱 の 放 熱 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 明 細 書 に お い て 開 示 さ れ た 複 数 の 態 様 は 、 そ れ ぞ れ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 互 い  
に 異 な る 技 術 的 手 段 を 採 用 す る 。 請 求 の 範 囲 お よ び こ の 項 に 記 載 し た 括 弧 内 の 符 号 は 、 後  
述 す る 実 施 形 態 の 部 分 と の 対 応 関 係 を 例 示 的 に 示 す も の で あ っ て 、 技 術 的 範 囲 を 限 定 す る  
こ と を 意 図 す る も の で は な い 。 こ の 明 細 書 に 開 示 さ れ る 目 的 、 特 徴 、 お よ び 効 果 は 、 後 続  
の 詳 細 な 説 明 、 お よ び 添 付 の 図 面 を 参 照 す る こ と に よ っ て よ り 明 確 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に お け る リ ー ド フ レ ー ム の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の I I I ‐ I I I 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の I V ‐ I V 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 実 施 形 態 に お け る 半 導 体 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 透 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 変 形 例 １ に お け る 半 導 体 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 変 形 例 ２ に お け る 半 導 体 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に お い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 開 示 を 実 施 す る た め の 複 数 の 形 態 を 説 明 す る 。  
各 形 態 に お い て 、 先 行 す る 形 態 で 説 明 し た 事 項 に 対 応 す る 部 分 に は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し  
て 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 場 合 が あ る 。 各 形 態 に お い て 、 構 成 の 一 部 の み を 説 明 し て い る  
場 合 は 、 構 成 の 他 の 部 分 に つ い て は 先 行 し て 説 明 し た 他 の 形 態 を 参 照 し 適 用 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 以 下 に お い て は 、 互 い に 直 交 す る ３ 方 向 を Ｘ 方 向 、 Ｙ 方 向 、 Ｚ 方 向 と 示 す 。 ま た  
、 Ｘ 方 向 と Ｙ 方 向 と に よ っ て 規 定 さ れ る 平 面 を Ｘ Ｙ 平 面 と 示 す 。 ま た 、 Ｚ 方 向 か ら み る こ  
と を 平 面 視 と も 称 す る 。 よ っ て 、 平 面 視 は 、 Ｚ 方 向 か ら 見 た 場 合 の 平 面 図 と み な す こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ～ 図 ５ を 用 い て 、 第 １ 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 １ ０ １ に 関 し て 説 明 す る 。 図 １ 、 図 ２  
な ど に 示 す よ う に 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ 、 第 １ 基 板 ２ ０ 、 第 ２  
基 板 ３ ０ 、 端 子 ４ １ ～ ４ ５ 、 第 ３ 基 板 ５ ０ 、 タ ー ミ ナ ル ６ １ ～ ６ ３ 、 は ん だ ７ １ ～ ７ ８ 、  
ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ８ ０ 、 封 止 樹 脂 部 ９ ０ を 備 え て い る 。 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 た と え ば  
、 電 力 変 換 装 置 に お け る イ ン バ ー タ な ど に 適 用 す る こ と が で き る 。 イ ン バ ー タ は 、 三 相 分  
の 上 下 ア ー ム 回 路 を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 イ ン バ ー タ の 回 路 構 成 は 、 た と え ば 、  
特 開 ２ ０ ２ ２ － １ ２ ６ ９ ０ ５ 号 公 報 な ど を 適 用 で き る 。 ま た 、 図 １ は 、 図 ５ の I ‐ I 線 に 沿  
う 断 面 図 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 た と え ば 一 相 分 の 上 下 ア ー ム 回 路 を 構 成 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、  
一 つ の ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ と 一 つ の ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ が 直 接 接 続 さ れ た 例 を 採  
用 す る 。 し か し な が ら 、 本 開 示 は 、 複 数 の ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ が 並 列 接 続 さ れ 、 複 数  
の ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ が 並 列 接 続 さ れ た 構 成 で あ っ て も 採 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 図 ２ は 、 リ ー ド フ レ ー ム １ の 一 部 で あ る 正 極 端 子 ４ １ 、 負 極 端 子 ４ ２ 、 出 力 端 子  
４ ３ 、 信 号 端 子 ４ ４ 、 ゲ ー ト 端 子 ４ ５ が 分 割 さ れ る 前 の 状 態 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ５ は  
、 封 止 樹 脂 部 ９ ０ が 設 け ら れ 、 か つ 、 リ ー ド フ レ ー ム １ が 分 割 さ れ る 前 の 状 態 を 示 し て い  
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ＜ 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ ＞
　 図 １ に 示 す よ う に 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ と し て 、 ハ イ サ イ ド  
ス イ ッ チ １ １ と ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ と を 備 え て い る 。 つ ま り 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、  
二 つ 以 上 の 電 位 が 異 な る 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ を 備 え て い る と い え る 。 ハ イ サ イ ド ス イ  
ッ チ １ １ と ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ は 、 同 一 の 構 成 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 ハ イ サ イ ド  
ス イ ッ チ １ １ と ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ を 区 別 す る 必 要 が な い 場 合 は 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ  
チ １ １ を 用 い て 説 明 す る 。 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ は 、 半 導 体  
素 子 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ は 、 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） 、 シ リ コ ン よ り も バ ン ド ギ ャ ッ プ が 広 い  
ワ イ ド バ ン ド ギ ャ ッ プ 半 導 体 な ど を 材 料 と す る 半 導 体 基 板 に 、 素 子 が 形 成 さ れ て な る 。 ワ  
イ ド バ ン ド ギ ャ ッ プ 半 導 体 と し て は 、 た と え ば シ リ コ ン カ ー バ イ ド （ Ｓ ｉ Ｃ ） 、 窒 化 ガ リ  
ウ ム （ Ｇ ａ Ｎ ） 、 酸 化 ガ リ ウ ム （ Ｇ ａ ２ Ｏ ３ ） 、 ダ イ ヤ モ ン ド が あ る 。 ハ イ サ イ ド ス イ ッ  
チ １ １ は 、 半 導 体 素 子 と 称 さ れ る こ と が あ る 。



10

20

30

40

50

JP 2024-57500 A 2024.4.24(5)

【 ０ ０ １ ８ 】
　 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ は 、 板 厚 方 向 が Ｚ 方 向 と 一 致 し て い る 。 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １  
１ に 形 成 さ れ た 素 子 は 、 Ｚ 方 向 に 主 電 流 が 流 れ る よ う に 縦 型 構 造 を な し て い る 。 縦 型 素 子  
と し て 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ 、 Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 、 ダ イ オ ー ド な ど を 採 用 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態  
で は 、 縦 型 素 子 と し て 、 一 つ の ア ー ム を 構 成 す る Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ て い る 。 ハ イ サ  
イ ド ス イ ッ チ １ １ は 、 図 示 し な い ゲ ー ト 電 極 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ は 、 自 身 の 板 厚 方 向 、 す な わ ち Ｚ 方 向 に お け る 両 面 に 、 素 子 の  
主 電 極 を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 主 電 極 と し て 、 一 面 側 に ド レ イ ン 電 極 １ １ ａ を 有 し 、  
一 面 の 反 対 面 側 に ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ を 有 し て い る 。 一 方 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ は 、 主  
電 極 と し て 、 一 面 側 に ド レ イ ン 電 極 １ ２ ａ を 有 し 、 反 対 面 側 に ソ ー ス 電 極 １ ２ ｂ を 有 し て  
い る 。 ド レ イ ン 電 極 １ １ ａ ， １ ２ ａ は 、 第 １ 電 極 に 相 当 す る 。 ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ  
は 、 第 ２ 電 極 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ は 、 平 面 略 矩 形 状 を な し て い る 。 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ は 、  
反 対 面 に お い て ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ と は 異 な る 位 置 に 形 成 さ れ た 複 数 の パ ッ ド を 有 し て い る  
。 ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ お よ び パ ッ ド は 、 半 導 体 基 板 の 反 対 面 の 図 示 し な い 保 護 膜 か ら そ れ ぞ  
れ 露 出 し て い る 。 ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ は 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ の 反 対 面 の 一 部 分 に 形 成  
さ れ て い る 。 ド レ イ ン 電 極 １ １ ａ は 、 一 面 の ほ ぼ 全 面 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 パ ッ ド は 、 信 号 用 の 電 極 で あ る 。 パ ッ ド は 、 ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ と 電 気 的 に 分 離 さ れ て い  
る 。 パ ッ ド は 、 た と え ば 、 Ｙ 方 向 に お い て 、 ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ の 形 成 領 域 と は 反 対 側 の 端  
部 に 形 成 さ れ て い る 。 パ ッ ド は 、 少 な く と も ゲ ー ト 電 極 用 の ゲ ー ト パ ッ ド を 含 む 。 ま た 、  
電 流 セ ン ス 用 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ の い ず れ か （ こ こ で は 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２  
） の 温 度 を 検 出 す る 感 温 ダ イ オ ー ド 用 の 信 号 パ ッ ド な ど を 含 ん で い て も よ い 。 な お 、 図 １  
に 示 す よ う に 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ は 、 信 号 パ ッ ド と 信 号 端 子 ４ ４ と が ボ ン デ ィ ン グ  
ワ イ ヤ ８ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ お よ び ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ  
１ ２ は 、 ゲ ー ト パ ッ ド と ゲ ー ト 端 子 ４ ５ と が ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ８ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ＜ タ ー ミ ナ ル ６ １ ～ ６ ３ ＞
　 第 １ タ ー ミ ナ ル ６ １ と 第 ２ タ ー ミ ナ ル ６ ２ と 継 手 タ ー ミ ナ ル ６ ３ は 、 金 属 を 主 成 分 と す  
る 導 電 性 の ブ ロ ッ ク 体 で あ る 。 こ れ ら の タ ー ミ ナ ル ６ １ ～ ６ ３ は 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ の 配  
線 の 一 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ タ ー ミ ナ ル ６ １ は 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ の ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ 上 に 配 置 さ れ て い  
る 。 第 １ タ ー ミ ナ ル ６ １ は 、 一 方 の 端 部 が は ん だ ７ ２ に よ っ て ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ と 接 続 さ  
れ て い る 。 第 １ タ ー ミ ナ ル ６ １ は 、 他 方 の 端 部 が は ん だ ７ ３ に よ っ て 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と  
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ２ タ ー ミ ナ ル ６ ２ は 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ の ソ ー ス 電 極 １ ２ ｂ 上 に 配 置 さ れ て い  
る 。 第 ２ タ ー ミ ナ ル ６ ２ は 、 一 方 の 端 部 が は ん だ ７ ５ に よ っ て ソ ー ス 電 極 １ ２ ｂ と 接 続 さ  
れ て い る 。 第 ２ タ ー ミ ナ ル ６ ２ は 、 他 方 の 端 部 が は ん だ ７ ６ に よ っ て 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ と  
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 継 手 タ ー ミ ナ ル ６ ３ は 、 一 方 の 端 部 が は ん だ ７ ７ に よ っ て 実 装 銅 ３ １ と 接 続 さ れ て い る  
。 継 手 タ ー ミ ナ ル ６ ３ は 、 他 方 の 端 部 が は ん だ ７ ８ に よ っ て 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 接 続 さ れ  
て い る 。 な お 、 実 装 銅 ３ １ 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ 、 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 後 ほ ど 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ 第 １ 基 板 ２ ０ 、 第 ２ 基 板 ３ ０ ＞
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　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 基 板 ２ ０ は 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ が 実 装 さ れ る 配 線 基 板 で  
あ る 。 第 １ 基 板 ２ ０ は 、 実 装 銅 ２ １ 、 放 熱 銅 ２ ２ 、 絶 縁 層 ２ ３ を 備 え て い る 。 第 １ 基 板 ２  
０ は 、 実 装 銅 ２ １ 、 絶 縁 層 ２ ３ 、 放 熱 銅 ２ ２ が 、 こ の 順 番 で 積 層 さ れ て い る 。 ま た 、 実 装  
銅 ２ １ は 、 絶 縁 層 ２ ３ と 対 向 す る 面 に お い て 絶 縁 層 ２ ３ と 接 し て い る 。 放 熱 銅 ２ ２ は 、 絶  
縁 層 ２ ３ と 対 向 す る 面 に お い て 絶 縁 層 ２ ３ と 接 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 実 装 銅 ２ １ は 、 銅 を 主 成 分 と し て 構 成 さ れ た 配 線 の 一 部 で あ る 。 実 装 銅 ２ １ は 、 表 面 に  
め っ き 膜 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 実 装 銅 ２ １ は 、 薄 膜 と は 異 な り 、 板 状 の 部 材 で あ る 。  
よ っ て 、 実 装 銅 ２ １ は 、 金 属 板 や 銅 板 と も い え る 。 実 装 銅 ２ １ は 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １  
１ の 実 装 部 位 で あ り ド レ イ ン 電 極 １ １ ａ と 接 続 さ れ て い る 。 実 装 銅 ２ １ は 、 は ん だ ７ １ に  
よ っ て ド レ イ ン 電 極 １ １ ａ と 接 続 さ れ て い る 。 実 装 銅 ２ １ は 、 主 端 子 の 一 つ で あ る 正 極 端  
子 ４ １ と 接 続 さ れ て い る 。 実 装 銅 ２ １ は 、 実 装 金 属 板 に 相 当 す る 。 実 装 銅 ２ １ は 、 放 熱 銅  
２ ２ よ り も 板 厚 が 厚 い 。 実 装 銅 ２ １ は 、 た と え ば 、 板 厚 が ０ ． ８ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。 な お 、  
板 厚 は 、 Ｚ 方 向 に 沿 う 長 さ と も い え る 。 正 極 端 子 ４ １ は 、 第 １ 主 端 子 に 相 当 す る 。 正 極 端  
子 ４ １ は 、 後 ほ ど 説 明 す る 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 接 続 さ れ て い る ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ が  
実 装 さ れ た 実 装 銅 ２ １ に 接 続 さ れ て い る と い え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 放 熱 銅 ２ ２ は 、 実 装 銅 ２ １ と 同 様 の 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 放 熱 銅 ２ ２ は 、 絶 縁  
層 ２ ３ と の 対 向 面 の 反 対 面 が 封 止 樹 脂 部 ９ ０ か ら 露 出 し て い る 。 放 熱 銅 ２ ２ は 、 ハ イ サ イ  
ド ス イ ッ チ １ １ か ら 発 せ ら れ た 熱 を 放 熱 す る 部 材 で あ る 。 つ ま り 、 放 熱 銅 ２ ２ は 、 ハ イ サ  
イ ド ス イ ッ チ １ １ か ら 絶 縁 層 ２ ３ を 介 し て 熱 が 伝 達 さ れ 、 そ の 熱 を 封 止 樹 脂 部 ９ ０ の 外 部  
に 放 熱 す る 。 放 熱 銅 ２ ２ は 、 放 熱 金 属 板 に 相 当 す る 。 な お 、 実 装 銅 ２ １ と 放 熱 銅 ２ ２ は 、  
銅 以 外 の 金 属 を 主 成 分 と し た も の で あ っ て も 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 絶 縁 層 ２ ３ は 、 実 装 銅 ２ １ と 放 熱 銅 ２ ２ と の 間 に 配 置 さ れ 、 実 装 銅 ２ １ と 放 熱 銅 ２ ２ と  
を 電 気 的 に 絶 縁 す る 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ２ 基 板 ３ ０ は 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ が 実 装 さ れ る 配 線 基 板 で あ る 。 第 ２ 基 板 ３ ０  
は 、 実 装 銅 ３ １ 、 放 熱 銅 ３ ２ 、 絶 縁 層 ３ ３ を 有 し 、 第 １ 基 板 ２ ０ と 同 様 に 構 成 さ れ て い る  
。 実 装 銅 ３ １ は 、 実 装 銅 ２ １ と 同 様 の 構 成 を 有 し て い る 。 放 熱 銅 ３ ２ は 、 放 熱 銅 ２ ２ と 同  
様 の 構 成 を 有 し て い る 。 絶 縁 層 ３ ３ は 、 絶 縁 層 ２ ３ と 同 様 の 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 装 銅 ３ １ は 、 は ん だ ７ ４ に よ っ て ド レ イ ン 電 極 １ ２ ａ と 接 続 さ れ て い る 。 実 装 銅 ３ １  
は 、 は ん だ ７ ７ に よ っ て 継 手 タ ー ミ ナ ル ６ ３ と 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 実 装 銅 ３ １ は 、  
主 端 子 の 一 つ で あ る 出 力 端 子 ４ ３ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 実 装 銅 ２ １ ， ３ １ の 側 面 に は 、 凸 形 状 で あ る Ｖ カ ッ ト 部 ２ ４ ， ３ ４  
が 設 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 実 装 銅 ２ １ ， ３ １ は 、 側 面 が Ｖ 字 形 状 を な し て い る と い え る  
。 ま た 、 実 装 銅 ２ １ ， ３ １ は 、 側 面 が Ｖ カ ッ ト さ れ て い る と い え る 。 さ ら に 、 実 装 銅 ２ １  
， ３ １ は 、 Ｚ 方 向 に お い て 、 凸 形 状 の 頂 点 が 絶 縁 層 ２ ３ ， ３ ３ と の 接 触 面 側 よ り も 半 導 体  
チ ッ プ １ １ ， １ ２ の 実 装 面 側 に 位 置 し て い る 。 Ｖ カ ッ ト 部 ２ ４ ， ３ ４ は 、 実 装 銅 ２ １ ， ３  
１ の 側 面 の 全 周 に わ た っ て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に よ っ て 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ 、 １ ２ の 周 辺 に お け る 封 止 樹 脂  
部 ９ ０ の 剥 離 や 、 は ん だ ７ １ ， ７ ４ へ か か る ス ト レ ス を 低 減 で き る 。 な お 、 実 装 銅 ２ １ ，  
３ １ は 、 絶 縁 層 ２ ３ ， ３ ３ 側 か ら 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ 側 に い く に つ れ て 、 Ｘ Ｙ 平 面 に  
沿 う 断 面 積 が 広 く な る 形 状 を 有 し て い て も よ い 。 こ れ に よ っ て も 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、  
同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 放 熱 銅 ２ ２ ， ３ ２ は 、 絶 縁 層 ２ ３ ， ３ ３ の 縁 部 を 除 く 部 位 に 設 け ら  
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れ て い る 。 つ ま り 、 放 熱 銅 ２ ２ は 、 Ｚ 方 向 か ら の 平 面 視 に お い て 、 絶 縁 層 ２ ３ の 一 部 に 設  
け ら れ て い る 。 さ ら に 、 放 熱 銅 ２ ２ は 、 絶 縁 層 ２ ３ の 環 状 の 外 周 部 を 除 く 位 置 に 設 け ら れ  
て い る 。 絶 縁 層 ２ ３ は 、 放 熱 銅 ２ ２ を 囲 う 部 位 が 沿 面 部 ２ ５ と し て 設 け ら れ て い る と い え  
る 。 沿 面 部 ２ ５ は 、 実 装 銅 ２ １ と 放 熱 銅 ２ ２ と の 絶 縁 性 を 確 保 す る た め の 部 位 で あ る 。 言  
い 換 え る と 、 沿 面 部 ２ ５ は 、 実 装 銅 ２ １ と 放 熱 銅 ２ ２ と 沿 面 距 離 を 確 保 す る た め の 部 位 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 同 様 に 、 放 熱 銅 ３ ２ は 、 絶 縁 層 ３ ３ の 環 状 の 外 周 部 を 除 く 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 よ っ  
て 、 絶 縁 層 ３ ３ は 、 放 熱 銅 ３ ２ を 囲 う 部 位 が 沿 面 部 ３ ５ と し て 設 け ら れ て い る と い え る 。  
沿 面 部 ３ ５ は 、 実 装 銅 ３ １ と 放 熱 銅 ３ ２ と の 絶 縁 性 を 確 保 す る た め の 部 位 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ＜ 第 ３ 基 板 ＞
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 ３ 基 板 ５ ０ は 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 第  
３ 基 板 ５ ０ は 、 ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ と 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。 第 ３ 基 板 ５ ０ は 、  
ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ と ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ と を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 部 材 で あ る  
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ３ 基 板 ５ ０ は 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 、 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ と 、 放 熱 銅 ５ ２ と 、 絶 縁 層 ５  
３ を 備 え て い る 。 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 絶 縁 層 ５ ３ と 対 向 す る 面 に お  
い て 絶 縁 層 ５ ３ と 接 し て い る 。 放 熱 銅 ５ ２ は 、 絶 縁 層 ５ ３ と 対 向 す る 面 に お い て 絶 縁 層 ５  
３ と 接 し て い る 。 よ っ て 、 第 ３ 基 板 ５ ０ は 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ （ 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ ） 、 絶  
縁 層 ５ ３ 、 放 熱 銅 ５ ２ が 、 こ の 順 番 で 積 層 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 絶 縁 層 ５ ３ の 同 一 面 に 設  
け ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ  
は 、 接 し て お ら ず 、 距 離 を 置 い て 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 第 ３ 基 板 ５ ０ は 、 第 １ 実  
装 銅 ５ １ ａ と 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ が 一 つ の 基 板 と し て 設 け ら れ て い る 。 な お 、 第 １ 実 装 銅 ５  
１ ａ と 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 実 装 銅 ２ １ と 同 様 の 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ は 、 平 面 視 に お い て 、 矩 形 形 状 を 有 し て い る 。 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ は 、  
ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ の 対 向 領 域 か ら 、 実 装 銅 ３ １ の 対 向 領 域 に わ た っ て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ は 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ の ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ と 接 続 さ れ て い る 。  
詳 述 す る と 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ は 、 は ん だ ７ ３ に よ っ て 第 １ タ ー ミ ナ ル ６ １ と 接 続 さ れ て  
い る 。 そ し て 、 第 １ タ ー ミ ナ ル ６ １ は 、 ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ と 接 続 さ れ て い る 。 よ っ て 、 第  
１ 実 装 銅 ５ １ ａ は 、 第 １ タ ー ミ ナ ル ６ １ を 介 し て 、 ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ は 、 実 装 銅 ３ １ と 接 続 さ れ て い る 。 詳 述 す る と 、 第 １ 実 装 銅 ５  
１ ａ は 、 は ん だ ７ ８ に よ っ て 継 手 タ ー ミ ナ ル ６ ３ と 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 継 手 タ ー ミ  
ナ ル ６ ３ は 、 実 装 銅 ３ １ と 接 続 さ れ て い る 。 よ っ て 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ は 、 継 手 タ ー ミ ナ  
ル ６ ３ を 介 し て 、 実 装 銅 ３ １ と 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ １ １ は 、 一 つ  
の 半 導 体 素 子 に 相 当 す る 。 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ は 、 第 １ 配 線 板 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 平 面 視 に お い て 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ を 部 分 的 に 囲 う 形 状 を 有 し て  
い る 。 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 Ｘ 方 向 に お い て 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 隣 り 合 う 部 分 と 、 Ｙ 方 向  
に お い て 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 隣 り 合 う 二 つ の 部 分 と が 一 体 的 に 設 け ら れ て い う 。 よ っ て 、  
第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 電 気 的 な 経 路 と し て 環 状 の 一 部 が 分 断 さ れ た 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ の ソ ー ス 電 極 １ ２ ｂ と 接 続 さ れ て い る 。  
詳 述 す る と 、 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 は ん だ ７ ６ に よ っ て 第 ２ タ ー ミ ナ ル ６ ２ と 接 続 さ れ て  
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い る 。 そ し て 、 第 ２ タ ー ミ ナ ル ６ ２ は 、 ソ ー ス 電 極 １ ２ ｂ と 接 続 さ れ て い る 。 よ っ て 、 第  
２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 第 ２ タ ー ミ ナ ル ６ ２ を 介 し て 、 ソ ー ス 電 極 １ ２ ｂ と 接 続 さ れ て い る 。  
な お 、 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 Ｘ 方 向 に お い て 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 隣 り 合 う 部 分 に 第 ２ タ ー  
ミ ナ ル ６ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、 Ｙ 方 向 に お い て 第 １ 実 装 銅 ５  
１ ａ と 隣 り 合 う 二 つ の 部 分 に 負 極 端 子 ４ ２ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ は 、 他 の 半 導 体 素 子 に 相 当 す る 。 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は 、  
第 ２ 配 線 板 に 相 当 す る 。 負 極 端 子 ４ ２ は 、 第 ２ 主 端 子 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 放 熱 銅 ５ ２ は 、 実 装 銅 ２ １ と 同 様 の 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 放 熱 銅 ５ ２ は 、 絶 縁  
層 ５ ３ と の 対 向 面 の 反 対 面 が 封 止 樹 脂 部 ９ ０ か ら 露 出 し て い る 。 放 熱 銅 ５ ２ は 、 半 導 体 チ  
ッ プ １ １ ， １ ２ か ら 発 せ ら れ た 熱 を 放 熱 す る 部 材 で あ る 。 つ ま り 、 放 熱 銅 ５ ２ は 、 半 導 体  
チ ッ プ １ １ ， １ ２ か ら 絶 縁 層 ５ ３ を 介 し て 熱 が 伝 達 さ れ 、 そ の 熱 を 封 止 樹 脂 部 ９ ０ の 外 部  
に 放 熱 す る 。 放 熱 銅 ５ ２ は 、 実 装 銅 ２ １ ， ３ １ と 同 様 、 側 面 に Ｖ カ ッ ト 部 ５ ４ が 設 け ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 実 装 銅 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ と 放 熱 銅 ５ ２ は 、 銅 以 外 の 金 属 を 主 成 分 と し た も の で あ っ  
て も 採 用 で き る 。 第 ３ 基 板 ５ ０ で は 、 放 熱 銅 ５ ２ の 方 が 実 装 銅 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ よ り も 板 厚  
が 厚 く な っ て い る 。 し か し な が ら 、 放 熱 銅 ５ ２ と 実 装 銅 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ は 、 同 等 の 板 厚 で  
あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 実 装 銅 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ は 、 放 熱 銅 ５ ２ よ り も 板 厚 が 厚 く て も よ い  
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 絶 縁 層 ５ ３ は 、 実 装 銅 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ と 放 熱 銅 ５ ２ と の 間 に 配 置 さ れ 、 実 装 銅 ５ １ ａ ，  
５ １ ｂ と 放 熱 銅 ５ ２ と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ＜ 封 止 樹 脂 部 ９ ０ ＞
　 封 止 樹 脂 部 ９ ０ は 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ 、 第 １ 基 板 ２ ０ 、 第 ２ 基 板 ３ ０ 、 端 子 ４ １  
～ ４ ５ 、 第 ３ 基 板 ５ ０ 、 タ ー ミ ナ ル ６ １ ～ ６ ３ 、 は ん だ ７ １ ～ ７ ８ 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ  
８ ０ を 一 体 的 に 覆 っ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １  
２ な ど を 外 部 環 境 か ら 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 各 放 熱 銅 ２ ２ ， ３ ２ ， ５ ２ は 、 各 絶 縁 層 ２ ３ ， ３ ３ ， ５ ３ と の 対 向 面 の 反 対 面 が  
封 止 樹 脂 部 ９ ０ か ら 露 出 し て い る 。 こ れ に よ っ て 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 放 熱 性 を 向 上 で  
き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 端 子 ４ １ ～ ４ ５ は 、 一 部 が 封 止 樹 脂 部 ９ ０ か ら 露 出 し た 状 態 で 、 残  
り の 部 分 が 封 止 樹 脂 部 ９ ０ に 覆 わ れ て い る 。 正 極 端 子 ４ １ と 負 極 端 子 ４ ２ と ハ イ サ イ ド ス  
イ ッ チ １ １ 側 の ゲ ー ト 端 子 ４ ５ は 、 封 止 樹 脂 部 ９ ０ か ら 同 一 方 向 に 突 出 し て い る 。 出 力 端  
子 ４ ３ と ロ ー サ イ ド ス イ ッ チ １ ２ 側 の ゲ ー ト 端 子 ４ ５ と 信 号 端 子 ４ ４ は 、 封 止 樹 脂 部 ９ ０  
か ら 同 一 方 向 に 突 出 し て い る 。 そ し て 、 正 極 端 子 ４ １ と 出 力 端 子 ４ ３ は 、 封 止 樹 脂 部 ９ ０  
に 対 し て 逆 方 向 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 第 １ 基 板 ２ ０ お よ び 第 ２ 基 板 ３ ０ と 、 第 ３ 基 板 ５  
０ と に よ っ て 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ を 挟 み 込 む 構 成 を 有 し て い る 。 よ っ て 、 半 導 体 装 置  
１ ０ １ は 、 両 面 放 熱 構 造 を な し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ＜ 製 造 方 法 ＞
　 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ を 用 い て 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ の 製 造 方 法 に 関 し て 説 明 す る 。 ま  
ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 各 端 子 ４ １ ～ ４ ５ が 一 体 的 に 設 け ら れ た リ ー ド フ レ ー ム １ と 、 第  
１ 基 板 ２ ０ 、 第 ２ 基 板 ３ ０ を 用 意 す る 。 リ ー ド フ レ ー ム １ は 、 第 １ 基 板 ２ ０ 、 第 ２ 基 板 ３  
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０ と と も に 台 座 に 置 か れ る 。 こ の と き 、 リ ー ド フ レ ー ム １ は 、 位 置 決 め ピ ン ２ ０ ０ に よ っ  
て 位 置 決 め さ れ る 。 ま た 、 リ ー ド フ レ ー ム １ は 、 基 準 穴 と し て 貫 通 穴 ４ １ １ が 設 け ら れ て  
い る 。 位 置 決 め ピ ン ２ ０ ０ は 、 そ の 貫 通 穴 ４ １ １ に も 通 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 リ ー ド フ  
レ ー ム １ は 、 第 １ 基 板 ２ ０ 、 第 ２ 基 板 ３ ０ に 対 し て 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の と き 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 リ ー ド フ レ ー ム １ は 、 正 極 端 子 ４ １ の 一 端 が 実 装 銅 ２ １  
上 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 リ ー ド フ レ ー ム １ は 、 出 力 端 子 ４ ３ の 一 端 が 実 装 銅 ３ １ 上 に 配 置  
さ れ る 。 な お 、 負 極 端 子 ４ ２ は 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 接 続 さ れ る 。 こ の た め 、 図 ４ に 示 す  
よ う に 、 負 極 端 子 ４ ２ は 、 実 装 銅 ２ １ か ら 離 れ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 リ ー ド フ レ ー ム １ は 、 上 記 の よ う に 位 置 決 め さ れ た 状 態 で 、 正 極 端 子 ４ １ の 一 端 と 実 装  
銅 ２ １ が 超 音 波 接 合 に よ っ て 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 リ ー ド フ レ ー ム １ は 、 出 力 端 子 ４ ３ の  
一 端 と 実 装 銅 ３ １ が 超 音 波 接 合 に よ っ て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 そ の 後 、 負 極 端 子 ４ ２ は 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 接 続 さ れ る 。 ま た 、 信 号 端 子 ４ ４ と ゲ ー  
ト 端 子 ４ ５ は 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ８ ０ を 介 し て 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ の パ ッ ド と 接  
続 さ れ る 。 そ し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ 、 第 １ 基 板 ２ ０ 、 第 ２ 基  
板 ３ ０ 、 端 子 ４ １ ～ ４ ５ 、 第 ３ 基 板 ５ ０ 、 タ ー ミ ナ ル ６ １ ～ ６ ３ 、 は ん だ ７ １ ～ ７ ８ 、 ボ  
ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ８ ０ を 一 体 的 に 覆 う よ う に 封 止 樹 脂 部 ９ ０ が 形 成 さ れ る 。 な お 、 各 端 子  
４ １ ～ ４ ５ は 、 封 止 樹 脂 部 ９ ０ が 形 成 さ れ た 、 リ ー ド フ レ ー ム の 枠 部 か ら 分 割 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ＜ 効 果 ＞
　 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 配 線 基 板 と し て 、 各 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ が 個 別 に 実 装 さ れ た  
第 １ 基 板 ２ ０ と 第 ２ 基 板 ３ ０ を 備 え て い る 。 こ の た め 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 電 位 が 異 な  
る 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ を 実 装 す る た め に 切 削 な ど に よ っ て 配 線 基 板 を 加 工 す る 必 要 が  
な い 。 よ っ て 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 低 コ ス ト 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 第 １ 基 板 ２ ０ と 第 ２ 基 板 ３ ０ は 、 実 装 銅 ２ １ ， ３ １ の 板 厚 が 、 放 熱 銅 ２ ２ ， ３ ２  
の 板 厚 よ り も 厚 く な っ て い る 。 こ の た め 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 放 熱 銅 ２ ２ ， ３ ２ が 実 装  
銅 ２ １ ， ３ １ よ り も 板 厚 が 厚 い 構 成 よ り も 、 半 導 体 チ ッ プ １ １ ， １ ２ か ら 発 せ ら れ た 熱 の  
放 熱 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 ソ ー ス 電 極 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ 側 の 第 ３ 基 板 ５ ０ が 上 記 の よ う な 一 体  
物 と し て 構 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 正 極 端 子 ４ １ か ら 出 力 端 子 ４ ３  
ま で の 配 線 と 、 出 力 端 子 ４ ３ か ら 負 極 端 子 ４ ２ ま で の 配 線 と を 対 向 さ せ る こ と が で き る 。  
ま た 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 正 極 端 子 ４ １ か ら 負 極 端 子 ４ ２ ま で の ル ー プ を 小 さ く す る こ  
と が で き る 。 よ っ て 、 半 導 体 装 置 １ ０ １ は 、 低 イ ン ダ ク タ ン ス を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 、 本 開 示 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 本 開 示 は 、 上 記 実  
施 形 態 に 何 ら 制 限 さ れ る こ と は な く 、 本 開 示 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 の 変  
形 が 可 能 で あ る 。 以 下 に 、 本 開 示 の そ の 他 の 形 態 と し て 、 変 形 例 １ 、 ２ に 関 し て 説 明 す る  
。 上 記 実 施 形 態 お よ び 変 形 例 １ 、 ２ は 、 そ れ ぞ れ 単 独 で 実 施 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 適  
宜 組 み 合 わ せ て 実 施 す る こ と も 可 能 で あ る 。 本 開 示 は 、 実 施 形 態 に お い て 示 さ れ た 組 み 合  
わ せ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 変 形 例 １ ）
　 図 ６ を 介 し て 、 変 形 例 １ の 半 導 体 装 置 １ ０ ２ に 関 し て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 主 に 、 半 導  
体 装 置 １ ０ ２ に お け る 半 導 体 装 置 １ ０ １ と の 相 違 点 に 関 し て 説 明 す る 。 半 導 体 装 置 １ ０ ２  
は 、 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ と 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ の 構 成 が 半 導 体 装 置 １ ０ １ と 異 な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 第 １ 実 装 銅 ５ １ ａ は 、 第 １ タ ー ミ ナ ル ６ １ や 継 手 タ ー ミ ナ ル ６ ３ の 対 向 領 域 か ら 溢 れ た  
は ん だ ７ ３ ， ７ ８ を 収 容 可 能 な は ん だ 吸 収 溝 ５ ５ が 設 け ら れ て い る 。 第 ２ 実 装 銅 ５ １ ｂ は  
、 第 ２ タ ー ミ ナ ル ６ ２ の 対 向 領 域 か ら 溢 れ た は ん だ ７ ６ を 収 容 可 能 な は ん だ 吸 収 溝 ５ ５ が  
設 け ら れ て い る 。 は ん だ 吸 収 溝 ５ ５ は 、 周 辺 よ り も 窪 ん だ 部 位 で あ る 。 は ん だ 吸 収 溝 ５ ５  
は 、 凹 部 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ 変 形 例 ２ ）
　 図 ７ を 介 し て 、 変 形 例 ２ の 半 導 体 装 置 １ ０ ３ に 関 し て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 主 に 、 半 導  
体 装 置 １ ０ ３ に お け る 半 導 体 装 置 １ ０ １ と の 相 違 点 に 関 し て 説 明 す る 。 半 導 体 装 置 １ ０ ３  
は 、 第 １ 基 板 ２ ０ の 構 成 が 半 導 体 装 置 １ ０ １ と 異 な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 放 熱 銅 ２ ２ は 、 実 装 銅 ２ １ と 正 極 端 子 ４ １ と の 接 続 部 の 対 向 領 域 の 周 辺 に 設 け ら れ て い  
る 。 つ ま り 、 絶 縁 層 ２ ３ は 、 対 向 領 域 に 放 熱 銅 ２ ２ が 形 成 さ れ た 非 形 成 部 ２ ６ が 設 け ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 １ 基 板 ２ ０ は 、 正 極 端 子 ４ １ と 実 装 銅 ２ １ と を 超 音 波 接 合 す る 際 に 、 絶 縁 層 ２ ３ に ク  
ラ ッ ク が 入 る 可 能 性 が あ る 。 第 １ 基 板 ２ ０ は 、 絶 縁 層 ２ ３ に ク ラ ッ ク が 入 っ た と し て も 、  
実 装 銅 ２ １ と 放 熱 銅 ２ ２ と の 絶 縁 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 開 示 は 、 実 施 形 態 に 準 拠 し て 記 述 さ れ た が 、 本 開 示 は 当 該 実 施 形 態 や 構 造 に 限 定 さ れ  
る も の で は な い と 理 解 さ れ る 。 本 開 示 は 、 様 々 な 変 形 例 や 均 等 範 囲 内 の 変 形 を も 包 含 す る  
。 加 え て 、 様 々 な 組 み 合 わ せ や 形 態 が 本 開 示 に 示 さ れ て い る が 、 そ れ ら に 一 要 素 の み 、 そ  
れ 以 上 、 あ る い は そ れ 以 下 、 を 含 む 他 の 組 み 合 わ せ や 形 態 を も 、 本 開 示 の 範 畴 や 思 想 範 囲  
に 入 る も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ １ … ハ イ サ イ ド ス イ ッ チ 、 １ １ ａ … ド レ イ ン 電 極 、 １ １ ｂ … ソ ー ス 電 極 、 １ ２ … ロ ー  
サ イ ド ス イ ッ チ 、 １ ２ ａ … ド レ イ ン 電 極 、 １ ２ ｂ … ソ ー ス 電 極 、 ２ ０ … 第 １ 基 板 、 ２ １ …  
実 装 銅 、 ２ ２ … 放 熱 銅 、 ２ ３ … 絶 縁 層 、 ２ ４ … Ｖ カ ッ ト 部 、 ２ ５ … 沿 面 部 、 ２ ６ … 非 形 成  
部 、 ３ ０ … 第 ２ 基 板 、 ３ １ … 実 装 銅 、 ３ ２ … 放 熱 銅 、 ３ ３ … 絶 縁 層 、 ３ ４ … Ｖ カ ッ ト 部 、  
３ ５ … 沿 面 部 、 ４ １ … 正 極 端 子 、 ４ ２ … 負 極 端 子 、 ４ ３ … 出 力 端 子 、 ４ ４ … 信 号 端 子 、 ４  
５ … ゲ ー ト 端 子 、 ４ １ １ … 貫 通 穴 、 ５ ０ … 第 ３ 基 板 、 ５ １ ａ … 第 １ 実 装 銅 、 ５ １ ｂ … 第 ２  
実 装 銅 、 ５ ２ … 放 熱 銅 、 ５ ３ … 絶 縁 層 、 ５ ４ … Ｖ カ ッ ト 部 、 ５ ５ … は ん だ 吸 収 溝 、 ６ １ …  
第 １ タ ー ミ ナ ル 、 ６ ２ … 第 ２ タ ー ミ ナ ル 、 ６ ３ … 継 手 、 ７ １ ～ ７ ８ … は ん だ 、 ８ ０ … ボ ン  
デ ィ ン グ ワ イ ヤ 、 ９ ０ … 封 止 樹 脂 部 、 １ ０ １ ～ １ ０ ３ … 半 導 体 装 置 、 ２ ０ ０ … 位 置 決 め ピ  
ン
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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